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大規模火災対応訓練を実施しました。

　　令令和和５５年年のの新新春春をを迎迎ええ、、謹謹んんでで新新年年ののごご挨挨拶拶をを申申しし上上げげまますす。。
　　ままずず、、今今ななおお全全国国各各地地でで避避難難生生活活をを余余儀儀ななくくさされれてていいるる、、双双葉葉郡郡住住民民のの皆皆様様にに対対ししままししてて
心心よよりりおお見見舞舞いいをを申申しし上上げげまますす。。
　　双双葉葉消消防防本本部部はは、、「「ふふるるささとと双双葉葉をを全全力力でで守守るる」」とといいうう、、強強いい決決意意とと使使命命感感をを抱抱きき、、住住民民
のの皆皆様様にに寄寄りり添添っったた消消防防ササーービビススをを提提供供すするるここととをを心心ががけけてて参参りりままししたた。。
　　困困難難なな状状況況のの中中、、今今日日ままでで消消防防活活動動をを継継続続すするるここととががででききままししたたののもも、、多多くくのの皆皆様様のの力力強強
いいごご支支援援とと暖暖かかいい励励ままししをを戴戴いいたた賜賜でであありりまますす。。ここれれままでで双双葉葉消消防防をを支支ええてて戴戴いいてておおりりまますす
総総ててのの皆皆様様にに、、改改めめてて深深くく感感謝謝申申しし上上げげまますす。。
　　ささてて、、昨昨年年をを振振りり返返っっててみみまますすとと、、６６月月ににはは、、帰帰還還困困難難区区域域にに指指定定さされれてていいたた区区域域ににおおいい
てて、、葛葛尾尾村村、、大大熊熊町町でで解解除除さされれ、、８８月月ににはは、、双双葉葉町町ににおおいいてて役役場場機機能能がが戻戻りり、、住住民民のの帰帰還還がが
開開始始さされれるるななどど、、復復興興がが見見ええるる形形でで着着実実にに進進めめらられれてておおりりまますす。。

　　一一方方でで新新型型ココロロナナウウイイルルススがが大大ききなな影影響響ををああたたええたた年年ででももあありりままししたた。。
　　双双葉葉消消防防でではは、、今今後後もも、、感感染染拡拡大大防防止止にに取取りり組組みみ、、ししっっかかりりとと準準備備をを整整ええ消消防防のの責責務務をを果果
たたししてて参参るる所所存存でであありりまますす。。
　　そそししててままたた、、常常にに危危機機感感をを持持っってて、、関関係係機機関関ととのの強強力力なな連連携携体体制制をを確確保保しし迅迅速速かかつつ的的確確なな
初初動動体体制制をを実実践践ししてて参参りりたたいいとと考考ええてておおりりまますす。。
　　
　　今今年年もも心心新新たたにに、、「「双双葉葉消消防防魂魂」」をを胸胸にに職職員員一一丸丸ととななっってて双双葉葉郡郡内内のの安安全全安安心心のの確確保保にに全全
力力をを傾傾注注すするるととととももにに、、避避難難ををさされれてていいるる方方々々ににもも配配慮慮をを忘忘れれずず、、住住民民のの皆皆様様にに寄寄りり添添っったた
消消防防施施策策をを展展開開ししてて参参りりまますすののでで、、ごご理理解解をを賜賜りりまますすよよううおお願願いい申申しし上上げげまますす。。
　　寒寒ささ厳厳ししきき折折、、住住民民のの皆皆様様ににはは健健康康にに留留意意さされれ、、本本年年がが皆皆様様ととととももにに明明るるいい未未来来にに向向けけてて
歩歩みみをを進進めめるる良良きき年年ととななりりまますすよよううごご祈祈念念申申しし上上げげままししてて、、新新年年ののごご挨挨拶拶とと致致ししまますす。。

～～新新年年ののごご挨挨拶拶～～

令和４年１０月１４日、双葉町中野地区において帰還困難区域内での大規模火災発生を想定した「避難指示

区域内における大規模火災対応訓練」を実施しました。本訓練は県内外から多くの消防機関が参加し、平成２

９年４月に浪江町帰還困難区域内の十万山で発生した林野火災を想定として行われ、指揮本部設置運営訓練を

はじめとし、遠距離大量送水システム車を活用した消火用水の確保、地上消火ホースラインの作成、ドローン

（無人航空機）を活用した上空からの延焼状況確認の訓練を行い、あらためて大規模火災への対応を確認しま

した。

一斉放水の様子現場指揮本部設置運営 ドローン(無人航空機)の活用遠距離大量送水システム車の活動


